
きふね 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                        

 

「
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
地
域
」 

会
長 

萩
原 

俊
紹 

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
三
日
発
会

以
来
、
発
足
か
ら
運
営
に
至
る
ま
で
、
る

る
ご
指
導
頂
き
ま
し
た
内
田
校
長
先
生

が
こ
の
度
教
育
委
員
会
へ
転
任
さ
れ
る

と
お
聞
き
し
、
来
る
べ
き
と
き
が
来
た
な

と
い
う
思
い
と
共
に
、
学
校
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
と

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
子
供
達
の
教
育

環
境
整
備
の
た
め
に
力
を
合
わ
せ
取
り

組
む
こ
と
を
一
貫
し
て
具
現
し
て
頂
き

ま
し
た
事
に
大
変
感
謝
致
し
て
居
り
ま

す
。 さ

て
、
今
年
度
卒
業
生
六
十
四
人
の

方
々
に
入
会
し
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
お

子
さ
ん
達
に
は
確
り
と
し
た
こ
れ
か
ら

の
人
生
を
歩
ん
で
頂
け
た
ら
と
切
に
願

っ
て
居
り
ま
す
し
、
私
共
人
生
の
先
輩
と

し
て
、
多
少
な
り
と
も
役
に
立
て
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
人
間
に
は
年
令
に
応

じ
、
立
場
に
応
じ
て
色
々
な
考
え
方
・
感

じ
方
・
価
値
観
が
出
て
参
り
ま
す
。
昨
年

よ
り
「
二
十
歳
の
自
分
に
向
け
て
」
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
卒
業
生
に
書
い
て
頂
き
、
二

十
歳
に
な
っ
た
と
き
に
タ
イ
ム
カ
プ
セ

ル
よ
り
取
り
出
し
、
ど
れ
だ
け
成
長
し
た

か
を
感
じ
て
頂
き
、
さ
ら
な
る
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
に
繋
が
れ
ば
と
取
り
組
ん
で
居

り
ま
す
。 

私
は
見
守
り
隊
の
代
表
と
し
て
隊
員

の
皆
様
と
一
緒
に
、
毎
日
正
門
で
挨
拶
運

動
を
し
て
居
り
ま
す
が
、
地
域
の
中
に
一

人
で
も
多
く
の
安
心
だ
と
思
え
る
大
人

達
の
顔
が
見
え
る
こ
と
が
、
子
供
達
の
安

心
安
全
に
つ
な
が
る
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
現
在
各
自
治
体
の
皆
様
に
も
参
加
し

て
頂
き
、
通
学
路
等
に
も
立
っ
て
頂
き
、

子
供
達
と
の
交
流
に
努
め
て
居
り
ま
す
。

何
か
自
分
に
も
関
わ
れ
な
い
か
と
ご
希

望
頂
け
る
方
は
是
非
ご
連
絡
下
さ
い
。
お

待
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

 

地
域
を
愛
す
る
子
ど
も 

地
域
に
愛
さ
れ
る
学
校
を 

 
 

 

 
 

第
三
十
四
代 

前
校
長 

 

内
田 

聡
司 

 

大
森
第
一
小
学
校
で
の
六
年
間
の
校

長
職
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
濃
密

な
時
間
を
思
い
起
こ
す
と
、
萩
原
様
を
は

じ
め
同
窓
会
や
地
域
の
皆
様
の
笑
顔
が

瞼
に
浮
か
ん
で
き
ま
す
。
開
校
百
四
十
周

年
の
際
に
は
、
産
業
道
路
の
車
両
の
通
行

を
一
時
停
止
さ
せ
る
為
の
大
森
警
察
へ

の
陳
情
や
、
子
ど
も
達
の
「
学
級
御
輿
」

や
町
会
・
自
治
会
所
蔵
の
山
車
を
お
借
り

し
て
、
学
区
域
三
方
向
に
練
り
出
す
計
画

に
ご
理
解
・
ご
協
力
、
金
管
楽
器
の
ご
寄

贈
に
よ
る
金
管
バ
ン
ド
部
の
発
足
な
ど
、

想
い
出
に
は
枚
挙
に
暇
が
あ
り
ま
せ
ん
。

長
海
苔
巻
き
で
の
、
町
会
婦
人
部
の
皆
様

の
ご
尽
力
も
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

開
校
百
四
十
五
周
年
を
迎
え
た
本
年

度
も
、
地
域
に
根
ざ
し
た
教
育
活
動
を
展

開
す
る
大
森
第
一
小
へ
の
ご
支
援
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
私
は
大
田
区
教
育
委

員
会
指
導
課
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
、
第
一
小
と
子
ど
も
達
の
成
長
を
見
守

っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
健
や
か
に

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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「
総
会
中
止
の
お
知
ら
せ
」 

今
年
度
か
ら
卒
業
ア
ル
バ
ム
の
配
布
が

三
月
中
に
為
さ
れ
る
た
め
、
同
窓
会
の
入

会
式
が
出
来
な
く
な
り
、
謝
恩
会
の
中
に

組
み
込
ん
で
頂
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た

の
で
、
従
来
の
よ
う
な
六
月
総
会
の
開
催

が
出
来
な
く
な
り
ま
し
た
。
更
に
は
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
に
よ
り
、
卒

業
式
そ
の
も
の
が
関
係
者
の
み
で
、
短
縮

さ
れ
て
実
施
さ
れ
る
な
ど
、
学
校
運
営
に

支
障
を
き
た
す
事
態
と
な
り
ま
し
た
の

で
、
令
和
二
年
度
の
総
会
は
中
止
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。
尚
、
今
後
の
運
営
が
不
確

定
の
た
め
、
誠
に
勝
手
な
が
ら
、
同
窓
会

規
約
の
附
則
と
し
て
「
一
、
幹
事
会
を
も

っ
て
総
会
に
変
え
る
事
が
出
来
る
」
と
い

う
一
項
を
加
え
さ
せ
て
頂
き
た
く
、
お
願

い
を
致
し
ま
す
。
こ
の
件
に
関
し
ま
し
て

ご
意
見
の
あ
る
方
は
私
宛
（
大
森
東
三
の

九
の
十
九
・
三
七
六
一
～
三
九
一
二
）
電

話
な
い
し
は
手
紙
で
ご
意
見
を
お
寄
せ

下
さ
い
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。 

「
機
関
誌
に
関
す
る
お
願
い
」 

 

毎
年
、
卒
業
生
に
新
会
員
と
し
て
入
会

し
て
頂
き
、
同
窓
会
も
大
所
帯
と
な
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で

す
が
、
会
員
数
増
加
に
伴
い
、
機
関
誌
の

郵
送
料
が
崇
み
、
運
営
に
支
障
を
き
た
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
昨
年
度
よ
り
学
校
側

と
相
談
の
結
果
、
大
森
第
一
小
学
校
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
せ
て
頂
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
の
で
、
是
非
そ
ち
ら
を
ご

覧
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

 
直
接
郵
送
は
今
回
限
り
と
さ
せ
て
頂

き
ま
す
が
、
郵
送
を
お
望
み
の
方
は
会
長

あ
て
（
萩
原
俊
紹
・
大
森
東
三
・
九
・
十

九
）
葉
書
に
て
お
申
出
下
さ
い
。 

 

平
成
三
十
一
年
度 
主
な
行
事 

同
窓
会
入
会
式
及
び
定
期
総
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

期
日
：
平
成
三
十
年
六
月
八
日(

土) 

十
一
時 

 
 
 

定
期
総
会 

十
一
時
半 

 
 

入
会
式 

 

○
入
会
式
次
第 

１
．
会
長
挨
拶 

 
 

２
．
新
加
入
代
表
の
言
葉 

萩
原
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
新
加
入
者

で
あ
る
、
平
成
三
十
一
年
度
卒
業
生
の
代

表
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
新
同
窓
生
と

し
て
立
派
で
力
強
い
言
葉
に
同
窓
会
の

思
い
が
受
け
継
が
れ
る
期
待
を
強
く
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

○
定
期
総
会
次
第 

・
開
会
の
言
葉 

 
 

１
．
会
長
挨
拶 

 
 

２
．
学
校
長
挨
拶 

 
 

３
．
議
長
選
出 

 
 

４
．
議
事 

 
 
 

①
事
業
報
告 

 
 
 

②
会
計
報
告 

 
 
 

③
事
業
計
画 

 
 
 

④
予
算
案 

 
 

５
．
事
務
連
絡 

 
 

６
．
余
興 

 
 
 

・
金
管
バ
ン
ド
演
奏 

 
 
 

・
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル 

 
 
 
 

・
閉
会
の
言
葉 

 

会
長
、
学
校
長
の
挨
拶
の
後
、
会
長
を

議
長
に
選
出
し
、
議
事
が
進
み
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
事
業
報
告
、
会
計
報
告
、
事

業
計
画
、
予
算
案
が
賛
成
多
数
で
了
承
さ

れ
ま
し
た
。 

 

い
よ
い
よ
お
待
ち
か
ね
の
余
興
で
す
。

金
管
バ
ン
ド
の
演
奏
。
多
少
緊
張
を
感
じ

ら
れ
ま
し
た
が
、
新
し
い
メ
ン
バ
ー
と
な

り
短
い
練
習
期
間
と
は
思
え
な
い
音
色

を
出
し
、
観
客
の
皆
様
に
感
動
を
与
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
平
成
三
十
一
年
度

定
期
総
会
は
無
事
に
終
了
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

『
長
海
苔
巻
作
り
』 

十
二
月
八
日
（
日
）
に
一
年
生
と
そ
の
保

護
者
を
対
象
に
長
海
苔
巻
き
作
り
を
行

い
ま
し
た
。
先
生
方
の
ご
尽
力
で
児
童
四

十
三
名
（
保
護
者
を
含
め
八
十
六
名
）
の

申
込
み
を
頂
き
ま
し
た
が
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
の
時
期
に
当
た
る
た
め
、
保
護
者
あ
て

に
風
邪
を
ひ
い
た
り
、
体
調
が
優
れ
な
い

と
き
は
ご
遠
慮
下
さ
い
旨
の
手
紙
を
お

配
り
し
た
た
め
、
当
日
の
参
加
者
は
五
十

名
弱
に
な
り
ま
し
た
が
、
和
気
あ
い
あ
い

と
し
た
雰
囲
気
の
中
、
無
事
に
完
成
し
、

切
り
分
け
た
海
苔
巻
き
を
そ
の
場
で
食

べ
て
、
み
ん
な
楽
し
く
満
足
し
て
く
れ
た

よ
う
で
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

令
和
二
年
度
同
窓
会
の
組
織  

◎
相
談
役 

 

伊
東 

祐
孝(

大
森
中
八
幡
自
治
会
会
長) 

大
塚 

政
利(

大
森
山
谷
自
治
会
会
長
） 

志
田 

和
陽(

大
森
町
自
治
会
会
長) 



横
山 

勝
利(

大
森
東
貴
船
自
治
会
会
長
） 

中
島 
章 

 

（
昭
和
三
十
二
年
度
卒
） 

◎
会 

長 

萩
原 

俊
紹(
貴
舩
神
社
宮
司) 

 
 

(

本
校
第
十
七･
十
九
代
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長) 

(

本
校
地
域
教
育
連
絡
協
議
会
座
長) 

(

本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
顧
問
代
表) 

(

本
校
見
守
り
隊
代
表) 

(

金
管
バ
ン
ド
名
誉
会
長) 

◎
副
会
長 

 

磯
邉 

隆
【
企
画
・
懇
親
的
活
動
】 

(

本
校
第
二
十
一･

二
十
三
代
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長) 

(

本
校
見
守
り
隊) 

橋
本 

真
一
【
総
務
・
文
化
的
活
動
】 

田
中 

 

貴
一
郎 

【
総
務
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
】 

美
濃
部 

圭
史 

【
企
画
・
ス
ポ
ー
ツ
的
活
動
】 

◎
総 

務 

美
濃
部 

等
、
金
子 

明
彦 

伊
藤 

晋
一
郎 

◎
会 

計 

丸
山 

晶
子
、
福
本 

佳
子 

◎
企 

画 

須
山 

智
德
、
中
村 

良
子 

萩
原 

悠
子
、
茨
田 

桂
太 

 

木
内 

直
美 

◎
監 

査 

鳴
嶋 

清
恵 

須
山 

喜
史 

 
 
  

◎
学 

校  

名
誉
会
長 

尾
上 

健
二(

現 

校 

長) 

特
別
常
任
幹
事 

(

現
副
校
長)

小
林 

和
弥 

特
別
幹
事 

(

現
教
員)

大
崎 

和
彦 

  

令
和
二
年
度
主
な
行
事 

※
総
会
（
大
一
小
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
） 

 
 
 
 
 
 

六
月
二
十
日
（
土
）
ま
た
は
八
月
上
旬
、

現
時
点
で
は
未
定
で
す
。 

  

※
長
海
苔
巻
き
作
り 

十
二
月
十
三
日
（
日
）
十
時 

 

会
費 

五
百
円
（
小
学
生
は
無
料
）（
十

一
月
末
迄
に
会
長
宛
お
願
い
致
し
ま

す
） 

お
や
じ
の
会
共
催 

ご
家
族
で
の
参
加
を
歓
迎
し
ま
す
。 

   

  

長
海
苔
巻
き
作
り 

             

 

定
期
演
奏
会 

 

        

               
 

 

 

 

 

 

  



『
私
と
大
一
小
』 

 
 

大
塚
政
利 

 
私
の
入
学
は
１
９
４
９
年
（
昭
和
２

４ 

年
）
４
月
で
し
た
。
当
時
の
入
学
式
は

校
庭
に
椅
子
を
出
し
て
記
念
写
真
を
撮

る
の
が
唯
一
の
セ
レ
モ
ニ
ー
で
し
た
。
着

物
に
下
駄
・
ラ
ン
ド
セ
ル
・
運
動
靴
等
持

っ
て
い
る
児
童
は
数
え
る
程
し
か
居
ま

せ
ん
で
し
た
。
当
時
の
入
学
式
の
写
真
を

見
る
と
戦
後
の
復
興
が
始
ま
っ
た
ば
か

り
で
し
た
。
そ
の
中
で
写
真
中
央
の
担
任

の
先
生
と
の
出
会
い
が
７
０ 

年
の
長
き

に
わ
た
り
毎
年
一
度
お
会
い
し
て
懐
か

し
い
話
が
出
来
る
尾
上
旧
性
「
宇
土
」
先

生
と
の
出
会
い
で
し
た
。
３
年
生
位
か
ら

給
食
が
始
ま
り
ま
し
た
、
コ
ッ
ヘ
パ
ン
に

脱
脂
牛
乳
、
野
菜
が
入
っ
た
ス
ー
プ
、
１

週
間
に
一
度
の
割
合
の
カ
レ
ー
汁
、
食
べ

物
が
不
充
な
私
達
に
取
っ
て
最
高
の
ラ

ン
チ
で
し
た
。
カ
レ
ー
汁
の
時
な
ど
何
時

も
手
を
挙
げ
て
残
り
の
汁
を
頂
き
ま
し

た
。
楽
し
み
は
給
食
後
の
校
庭
で
の
遊
び

で
し
た
。
石
こ
ろ
だ
ら
け
の
校
庭
で
始
業

の
鐘
が
鳴
る
ま
で
遊
び
ま
く
り
ま
し
た
、

そ
の
時
分
に
な
る
と
２
部
授
業
は
無
く

な
り
午
後
２
時
限
の
授
業
に
変
わ
っ
て

い
ま
し
た
。
３
年
生
に
な
る
と
ク
ラ
ス
替

え
が
あ
り
慕
っ
て
い
た
担
任
の
先
生
か

ら
男
性
の
担
任
に
変
わ
り
ま
し
た
。
元
の

担
任
と
は
校
庭
で
顔
を
合
わ
せ
る
程
度

に
な
り
ま
し
た
が
、
私
が
５
年
生
頃
に
先

生
は
結
婚
の
た
め
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
以

後
中
学
・
高
校
と
な
り
先
生
の
消
息
も
分

か
ら
ず
疎
遠
に
な
り
ま
し
た
。
私
が
成
人

を
迎
え
る
頃
同
級
生
の
一
人
よ
り
連
絡

が
あ
り
先
生
の
消
息
が
分
か
り
同
じ
都

内
で
世
田
谷
に
住
ん
で
い
る
事
が
分
か

り
ま
し
た
、
当
時
仲
の
良
い
４
、
５
人
の

同
級
生
を
誘
い
何
度
も
伺
い
ま
し
た
。
そ

の
後
は
ご
主
人
を
亡
く
し
お
母
さ
ま
を

亡
く
し
そ
の
都
度
お
会
い
し
ま
し
た
、
先

生
は
積
極
的
に
趣
味
や
成
人
相
手
の
専

門
学
校
の
講
師
を
し
た
り
し
て
元
気
に

過
ご
さ
れ
て
居
ら
れ
ま
し
た
が
、
東
京
か

ら
千
葉
に
居
を
変
え
て
数
年
前
か
ら
神

奈
川
県
の
老
人
ホ
ー
ム
に
移
り
現
在
も

元
気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。
年
に
一
度
は

数
人
の
仲
間
と
ホ
ー
ム
訪
ね
て
昔
話
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
今
に
な
っ
て
思
う
の

で
す
が
母
、
以
外
好
き
に
な
っ
た
先
生
は

私
の
初
恋
だ
っ
た
の
か
と
思
い
ま
す
。 

昭
和
二
十
四
年
四
月 

入
学
式 

                       

 

                         



           

※
総
会 

 
 

六
月
八
日
（
土
）
十
一
時
よ
り 

内
容 

入
会
式
、
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
、
金

管
バ
ン
ド
演
奏
等 

懇
親
会
（
二
十
歳
以
上
）
会
費
五
千
円 

大
森
山
谷
自
治
会
館 

 

※
長
海
苔
巻
き
作
り 

 
 

十
一
月
八
日
（
日
）
十
時
か
ら 

会
費 

五
百
円
（
小
学
生
は
無
料
） 

お
や
じ
の
会
共
催 

   

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 


